
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集 市長と語ろう
～南丹市未来予想図～
～私たちのまちづくり～

表紙：表紙モデルに応募いただいた吉田瞬（よしだ　とき）ちゃんです。八木町の「帝釈天」で撮影した１枚です。
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１
月
31
日
、
南
丹
市
役
所
で「
市
長

と
語
ろ
う
南
丹
市
未
来
予
想
図
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
南
丹
市
」で
、
南
丹
市
に
在
住
ま

た
は
在
学
の
大
学
生
や
専
門
学
生
、
高

校
生
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
南
丹

市
の
良
い
と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
を
話

し
合
っ
た
後
、
１
人
ひ
と
り
が
市
長
に

対
し
、
南
丹
市
に
つ
い
て
思
う
こ
と

や
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

語ろう



3 広報なんたん2・3月号

　

12
月
24
日
、
南
丹
市
議
会
議
場
で

「
市
長
と
語
ろ
う
、
私
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
」を
行
い
ま
し
た
。

　

｢

ふ
る
さ
と
南
丹
市
の
10
年
後
は
、

ど
う
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
か｣

を
テ
ー

マ
に
、
南
丹
市
立
の
小
、
中
学
校
11
校

の
代
表
が
参
加
し
、
各
学
校
で
話
し
合

っ
た
内
容
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
発

表
で
は
、
南
丹
市
の
自
然
を
生
か
し
た

提
案
や
、
暮
ら
す
人
び
と
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
よ
り
深
め
て
い
く
提

案
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
市
長
に

提
案
し
ま
し
た
。

市長と
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コーディネーター

小
こ

林
ばやし

さん

学生たちは２つのグループに分かれて
意見を出し合い、市長に思いを伝えま
した。
それぞれが記入した付箋の色で写真を
囲っています。
・グループ１では緑色の付箋は皆の意見をまと
めたものです。
・グループ2では、黄色の付箋は参加した西村
市長の意見です。

　公共交通機関が不便だと感じる。駅からある地
点までは無料送迎をするなどの取り組みがあれば
いいと思う。

農芸高校　宗川 さくら さん 　南丹市にドッグランを増やしたり、キャ
ンプ場にペットを連れていける環境が多く
できればいいと思う。

京都聖カタリナ高校
　　 橋元 南湖 さん

　地域の方の協力を得ながら自然を生かしたイベント
（例：星を見る会、ホタルを見る会）を積極的に開催す
るべき。
　街灯が少なく、ランニングやウォーキングしている
人がライトを持っていることに驚いた。街灯を増やす
などして、事故を防止する取り組みが必要である。

京都伝統工芸大学　内田 有利子 さん

　南丹市に定住を促進するため
に、学生の街でもある南丹市が魅
力ある生活環境の整備や定住支援
に積極的に取組むことで、もっと
学生達にＰＲすべきである。また
防災面においても災害時に不安な
地域も多いことから、安全・安心
な街づくりにも積極的に取組む必
要がある。

明治国際医療大学
　日比 亜月 さん

グループ

1
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感想（参加者アンケート）
・初見の慣れには最適な空気感だったので、
次回の話が来たら、この会の経験者として参
加したいと思っています。

・京都市民から見た南丹市についても意見を
言えたと思います。また、こういう機会がありましたら、ぜひ参加したいです。

・今回は第1回目ということで、ざっくりと良いところや悪いところについて話し合いましたが、個人
的にはまだまだ細かく話したいことや聞きたいことがありました。ですので、2回目は今回挙がった点
を1つ、2つ挙げてその題材について、より実現可能な話し合いが出来たら良いなと感じました。

・この会への参加に前向きになったのが、「他校の生徒の意見」と「市長の考え」への興味だったので、そ
の方たちと交流できただけでも満足でした。

　自然エネルギーを活用した取り組みをした
い。例えば水力発電でバス停の灯りをともし
たりなど。そして、外観のデザインなどは学
生のアイデアを取り入れたい。

　　　園部高校　横畑 愛香 さん

　何かで優勝しなければならない。それは他市町村と比べて
優れている点を見つけなければならないということ。そして、
その優れている点をさらに磨いていかなければならない。

　園部高校　森 佳太郎 さん

　園部は城下町というイメージがある。街灯
を灯篭にしたりしてイメージに合った街並み
をつくってはどうか。そして、その街並みを
SNSで発信することで、若者の拡散力を利用
した広報活動ができる。

　農芸高校　小瀬 千笑 さん

　大学付近にはスーパーがな
いため、鍼灸大学前に地元農
家と提携した野菜やお惣菜を
提供できる道の駅スタイルで
のスーパーを設置することで、
学生や地域住民の日常生活の
利便性が図られ、地域の生活
にも貢献できるのではないか。

明治国際医療大学
三谷 頼子 さん

グループ

2
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　今の南丹市のまま、いろんな人が良さ
を知っている、そんな南丹市になってい
て欲しい。
　素敵な南丹市の良さを知らない人に、
市内のそれぞれの町の良さを伝える「な
んたーんフェスタ」を開催し、食文化と
歴史の交流を図る。
　ごみ問題の解決のために啓発するポス
ターを各学校で作成し市内に掲示すると
意識が高まるのではないか。何十年後も
自然の綺麗な南丹市になっていてほしい
と願っている。

八
木
西
小
学
校　

６
年

廣ひ
ろ

瀨せ

　
文あ

や

乃の

　どこの地域にも負けない自然豊かな
町、南丹市。美しい自然を10年後も、そ
の先も残したい。大切な自然を守るため
に、さらにエコな町にしていきたい。
　そのために、「南丹ＥＣＯフェスタ」と
いう環境フェスタを開催することを提案
したい。座って説明を聞くだけでなく、
五感をつかい、体験的で楽しく学びなが
ら環境について考えるイベントになれ
ば、多くの市民がより興味を持つのでは
ないかと思う。

園
部
第
二
小
学
校　

６
年

林は
や
し

　
優ゆ

う

歩あ

　

　「人と自然が共生する社会に」
　①木材の活用。器やカッティングボード
を作り、ふるさと納税返礼品に活用し、木
を生かしたアスレチック施設を作る。 ②
バスを利用したショッピングバス。買い物
ができるよう市営バスの後部座席の一部
に商品を置く。 ③高齢者と子供の交流。
学校と地域をつなぐ施設を、学校の中や
公民館に気軽に来られる場所を作る。
　人と人を結ぶことで、10年後の日吉は
自然も人も豊かで笑顔があふれる街にな
る。

殿
田
小
学
校　

６
年

木き

村む
ら

　
都と

和わ

　「自然のある　便利で誰もが暮らしや
すい街」 づくりのために、
　①自然を生かしたもの、今あるもの
を活かし、みんなが楽しめる施設を作
る。 ②市街化調整区域を見直す。 ③空
き家を活用し、いろんな世代が集える場
所を作る。 ④南丹市の素晴らしさをア
ピールするため、南丹らしさをインター
ネットで世界に発信する。
　様々な政策を工夫することで、ふるさ
と南丹市の未来はより素晴らしい市にな
ると思う。

八
木
東
小
学
校　

６
年

井い

尻じ
り

　
千ち

裕ひ
ろ

　来てよし！　遊んでよし！　住んでよ
し！　10年越しの南丹推し！
　自然を生かした建物の建設。建材は地
産地消で。幅広い年代の利用者が見込め
る例えばツリーハウスやアスレチック、
ゲートボールやパターゴルフなど。　　
　自然を生かしたスポットの提案、また
来てもらえる工夫として、農業体験。実
現に向けてアクセスは、路線バスを有効
活用することで、利用者が増え、施設利
用のアクセスがよくなり、マイカーでの
渋滞・混雑も少なくなる。

園
部
小
学
校　

６
年

小こ

寺で
ら

　
真ま

碧お

テ
ー
マ

「
ふ
る
さ
と
南
丹
市
の

10
年
後
は
、
ど
う
な

っ
て
い
て
ほ
し
い
か
」

　

各
学
校
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

発
表
の
あ
と
、
小
学
校
に
つ
い

て
は
、「
南
丹
市
の
自
然
は
何

が
素
晴
ら
し
い
の
か
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
好
き
な
の
か
」、
中

学
校
に
つ
い
て
は「
生
ま
れ
育

っ
た
地
域
で
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
か
ん
じ
る
の
は
、
ど

ん
な
と
き
か
」を
市
長
が
質
問

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
で
整
備
さ
れ
た
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

て
、
自
分
の
考
え
を
そ
の
場
で

回
答
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の

回
答
は
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
使

用
し
て
会
場
の
モ
ニ
タ
ー
に
映

し
出
さ
れ
、
市
長
は
そ
の
回
答

を
確
認
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達

と
活
発
な
意
見
交
流
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
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　人口に関する課題を解決するために、   
①働ける場所をつくる。働きたい人を支
援する制度をつくり、働く意欲や力のあ
る人を雇えるような職場をつくり支援す
る。 ②医療体制の改善。産婦人科・小
児科を増やし、安心して出産・子育てが
できる環境を作る。 ③交通の利便性の
向上。市内の公共交通機関が充実すれ
ば、それを利用する人も増え、移住する
人も多くなる。 ④自然環境の活用。自
然の魅力を生かして、定住・観光で人を
呼び込む。

美
山
中
学
校　

３
年

平ひ
ら

山や
ま

　
玄げ

ん

　

　自然豊かな日吉町であってほしい。若
い人が林業を継ぎ、今よりも林業が盛ん
になることで、たくさんの人に関心をも
ってもらえるようになっていてほしい。
　一方で、商店等を誘致して利便性を高
め、さらに発展してほしいという考えも
ある。「住みたいまちにするために」農地
を貸し出し週末農業を受け入れ、機械の
貸し出しや平日の管理などサポートする
ことで人を呼び込む。木材を使用した作
品をふるさと納税返礼品としてよさを紹
介する。

殿
田
中
学
校　

２
年

小お

澤ざ
わ

　
尚な

お

道み
ち

　10年後の南丹市に若い住人が増えて、
今よりも活気があり、にぎやかになって
ほしい。そのために自然を感じられる、
自転車での南丹市名所めぐりは、年齢に
関係なく、家族で参加できるし、田舎暮
らしにあこがれる人もいるだろう。子ど
もが遊べるアスレチック施設を、南丹市
の自然を生かして木で作るのはどうか。
木の温かみで利用する人が多くなり、南
丹市の良さを知ってもらえて住みたいと
思うのではないか。

美
山
小
学
校　

６
年

小お

野の

　
藍あ

い

　

　10年後の理想の姿は、たくさん人が集
まる活気のあるまち。他府県から比較的
訪れやすいという立地条件を生かして、
南丹市にしかない名所や名物、美しい自
然をアピールする。生徒会を中心に取り
組んでいる「あいさつ運動」を市全域に広
げ、「あいさつ」を通して安心して暮らせ
る町づくりにつなげたい。また観光客の
方にも「あいさつ」を通して、南丹市の良
さを感じていただき、何度でも訪れたく
なる町づくりにつなげる。

八
木
中
学
校　

３
年

今い
ま

西に
し

　
美み

結ゆ

　「ごまっ子宣言」を通して感じた学校や
地域の良さについて。
　自分たちが住む地域を知り、心温まる
つながりを持つ。もともとある地域の魅
力を、南丹市のみんなが知る機会を作る
ことが大切。地域の行事に参加すること
で互いを知り合い、新しいつながりが生
まれる。南丹市の良さを使いながらつな
がるような場面や場所を増やすことで、
地域を超えたつながりが生まれ、AIに
も負けない温かい心を大切にできる「え
え南丹市」になる。

胡
麻
郷
小
学
校　

６
年

石い
し

原は
ら

　
颯そ

う

馬ま

　南丹市には、季節ごとに表情を変える
豊かな自然がある。また、城跡や廃校に
なったとはいえ、きれいな校舎等、魅力
的な文化財等もあるので、①修学旅行先
として田植え、稲刈り、釣り等地域の提
供②かかし作り選手権、田んぼアート等
イベントを開催し、今後一層「地域の活
性化」を図る。私たち中学生が出来るこ
ととしては、「この学校に通いたい」「こ
の学校に通わせたい」と思ってもらえる
魅力ある学校づくりを推進していく。

園
部
中
学
校　

３
年

松ま
つ

冨と
み

　
和か

ず

紗さ

児
童
・
生
徒
の
感
想

・
共
通
の
テ
ー
マ
で
も
、
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。

・
み
ん
な
が
語
っ
た
こ
と
が
、

10
年
後
に
現
実
に
な
っ
て
い
た

ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
と
思
い

ま
す
。

・
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
現

状
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

た
。

　

後
輩
に
も
、
こ
の
よ
う
な
機

会
は
な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
自
ら
進
ん

で
町
の
こ
と
を
考
え
、
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
伝
え
た
い
。

・
当
日
は
、
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、
貴
重
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
普
段
な
ら
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
市
長
さ
ん
と
意
見

交
流
で
き
る
よ
う
な
機
会
が
あ

り
良
か
っ
た
。
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Topics

−令和４年南丹市消防団出初式−

消防団員としての自覚と誇り、
責任を持って活動する

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

 

【
園
部
】副
団
長
▽
藤
掛

　
久
士

 

【
美
山
】副
団
長
▽
福
本

　
修
三

勤
功
章

 

【
園
部
】分
団
長
▽
矢
野

　
善
大

 

【
八
木
】分
団
長
▽
波
部

　
吉
宏 

 

【
日
吉
】分
団
長
▽
近
藤

　
慎
一
郎

精
績
章

 

【�

園
部
】副
分
団
長
▽
藤
田

　
良
則
・

下
間

　
康
広

 

【�

八
木
】分
団
長
▽
井
尻

　
喜
隆
／
副

分
団
長
▽
石
橋

　
康
彦

 

【�

日
吉
】 

副
分
団
長
▽
橋
本

　
達
矢
／

部
長
▽
川
崎

　
登

 

【�

美
山
】分
団
長
▽
下
田

　
真
徳
／
副

分
団
長
▽
加
藤

　
孝
俊

精
勤
章

 

【�

園
部
】副
分
団
長
▽
山
岸

　
三
洋
・

高
屋

　
陽
介
／
部
長
▽
中
野

　
学
・

泉
　
康
孝
・
岩
﨑

　
学

 
【�
八
木
】副
分
団
長
▽
松
本

　
和
典
／

部
長
▽
人
見

　
一
範
・
廣
瀬

　
智
明
・

福
嶋

　
達
也
・
中
辻

　
文
隆

 

【�

日
吉
】部
長
▽
仲
川

　
円
・
永
口

　

貴
博
・
坂
本

　
勇
・
内
藤

　
直
樹
・

清
水

　
篤

 

【�

美
山
】副
分
団
長
▽
覗
渕

　
敦
司
／

部
長
▽
丸
山

　
剛
・
大
萱

　
和
人
・ 

岡
本

　
勝
弘
・
古
屋

　
寿

■
南
丹
市
長
表
彰

市
長
章

 

【
女
性
分
団
】団
員
▽
小
林

　
範
子

 

【�

園
部
】班
長
▽
堀
林

　
明
真
／
団
員

▽
森

　
清
・
八
木

　
尚
也
・
下
西

　

英
生
・
﨑
山

　
怜
生
・
佐
野

　
英
明
・

斤片
山

　
将
宏
・
中
西

　
美
徳
・
北
村   

良
行
・
東
村

　
大
毅

 

【�

八
木
】部
長
▽
松
本

　
一
樹
／
班
長

▽
中
川

　
頼
宏
・
竹
井

　
環
／
団
員

▽
三
輪

　
一
広
・
平
井

　
大
輔
・
岡

田
　
泰
和
・
綿
井

　
庸
祐

 

【�

日
吉
】班
長
▽
井
尻

　
伸
昭
／
団
員

▽
湯
浅

　
正
人
・
廣
瀬

　
拓
生
・
石

田
　
充
邦
・
塩
貝

　
浩
史

 

【�

美
山
】部
長
▽
大
西

　
勇
／
班
長
▽

村
田

　
有
規
／
団
員
▽
畠
中

　
登
・

澁
谷

　
明
拓
・
林

　
英
樹

■
南
丹
市
消
防
団
長
表
彰

団
長
章

 

【�

園
部
】部
長
▽
橋
本

　
貴
弘
・
馬
場   

元
親
／
班
長
▽
山
内

　
浩
司
・
谷
利   

康
貴
／
団
員
▽
一
谷

　
昌
道
・
井
尻   

淳
・
北
村

　
智
志
・
高
坂

　
一
・
下

西
　
敏
・
内
藤

　
正
寿
・
小
寺

　
明

彦
・
田
中

　
一
摩
・
仲

　
祥
太
・
湯

浅
　
拓
・
奥
村

　
卓
矢

 

【�

八
木
】班
長
▽
堀
田

　
直
樹
／
団
員

▽
川
勝

　
將
史
・
小
西 

健
太
朗
・

大
川

　
倫
正
・
青
木

　
重
德
・
葊
瀬   

南
丹
市
消
防
団
出
初
式

　

1
月
9
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

で
、
南
丹
市
消
防
団
90
人
が
参
加
し
、

令
和
4
年
南
丹
市
消
防
団
出
初
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
市
長
が「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
消

防
団
活
動
を
縮
小
し
な
が
ら
も
、
活
動

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
お

か
げ
で
大
き
な
火
災
や
災
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
野
中
消
防
団
長

を
先
頭
に
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
中
大
樹
消
防
団
長
か
ら

は
、「
2
年
続
け
て
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

訓
練
や
行
事
を
縮
小
し
な
が
ら
も
、
消

防
団
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
い
た

１
年
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
を

み
せ
な
い
な
か
、
こ
の
１
年
も
で
き
る

こ
と
を
着
実
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
団
員
の
多
年
に
わ
た
る

勤
続
や
功
績
を
た
た
え
、
京
都
府
消
防

協
会
長
表
彰
、
南
丹
市
長
表
彰
な
ど
の

伝
達
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
1
年
の
防
火
防
災
を
願

っ
て
、
西
村
市
長
と
野
中
団
長
ら
が
見

守
る
中
、ポ
ン
プ
車
、積
載
車
な
ど
26
台

に
よ
る
車
両
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
団

員
同
士
の
連
携
・
団
結
を
強
め
ま
し
た
。



9 広報なんたん2・3月号

佳
孝

勤
続
章（
10
年
）

 

【�

園
部
】副
分
団
長
▽
西
田

　
健
／
部

長
▽
矢
野

　
毅
・
野
々
口 

元
喜
／

班
長
▽
佐
藤

　
敏
泰
・
大
町

　
晃
／

団
員
▽
小
森

　
隆
史
・
片
山

　
博
貴
・

野
中

　
和
司
・
高
坂

　
一
・
髙
屋

　

和
真
・
松
井

　
一
也
・
下
西

　
英
生
・

﨑
山

　
怜
生
・
小
笠
原 

悟
司
・
野
々

村 

充
博
・
小
寺

　
廣
介

 

【�

八
木
】副
分
団
長
▽
松
本

　
和
典
／

部
長
▽
髙
田

　
寛
・
平
尾

　
隆
裕
・

松
本

　
友
伸
・
松
崎

　
伸
也
／
班
長

▽
中
西

　
文
彦
・
野
々
村

　
直
／
団

員
▽
大
川

　
倫
正
・
齊
藤

　
龍
治
・

人
見

　
洋
輔
・
川
見

　
昌
俊
・
馬
渕   

孝
則
・
森
口

　
淳
・
釋

　
孝
之
・
葊

瀨
　
雅
裕
・
八
木

　
真
司
・
松
尾

　

圭
祐
・
松
本

　
宏
樹
・
明
田

　
英
久
・

竹
井

　
卓
也

 

【�

日
吉
】部
長
▽
太
田

　
修
裕
／
団
員

▽
湯
浅

　
健
太
・
上
村

　
昌
也
・
谷

口
　
希
・
寺
阪

　
亮
・
仲
井

　
久
幸

 

【�

美
山
】部
長
▽
丸
山

　
剛
／
班
長
▽

渡
邉

　
憲
昭
・
真
木

　
健
一
・
都
築   

建
一
・
豊
福

　
晶
己
／
団
員
▽
岩
瀬   

周
作
・
森
本

　
重
和
・
高
橋

　
信
行
・

福
井

　
陽
太

■
京
都
府
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

 

【�

女
性
分
団
】副
分
団
長
▽
清
水

　
範

子

 

【
園
部
】分
団
長
▽
塚
脇

　
健

真
也
・
治
田

　
知
幸
・
葊
瀨

　
学
・

大
狩

　
瑛
寛
・
稲
葉

　
昭
宏
・
林

　

紘
平
・
三
觜

　
泰
弘
・
須
賀

　
智
昭

 

【�

日
吉
】班
長
▽
中
島

　
大
樹
／
団
員

▽
栃
下

　
惣
亮
・
榎
本

　
将
己
・
平

田
　
修
也
・
内
藤

　
将
也

 

【�

美
山
】班
長
▽
大
上 
明
久
利
・
武
田   

勝
利
・
梅
棹

　
レ
オ
・
宮
本

　
熙
仁

／
団
員
▽
森
本

　
重
和
・
平
井

　
智

彦
・
木
村

　
眞
人
・
小
寺

　
功
彦

勤
続
章（
20
年
）

 

【�

園
部
】副
分
団
長
▽
上
原

　
徹
也
／

部
長
▽
杉
本

　
光
／
班
長
▽
片
山

　

勝
司
／
団
員
▽
山
本

　
勇
二
・
片
山   

勇
次
・
山
口

　
伸
一
・
竹
中

　
吉
正
・

谷
口

　
直
也
・
片
山

　
康
弘
・
小
寺   

和
孝
・
野
々
口 

大
介
・
大
坪

　
健
司
・

大
坪

　
重
樹
・
西
田

　
良
弘
・
細
見   

信
夫
・
関
口

　
英
雄

 

【�

八
木
】副
分
団
長
▽
村
上

　
裕
紀
／

部
長
▽
大
西

　
克
則
・
中
西

　
治
郎

／
団
員
▽
西
村

　
育
大
・
川
勝 

建

太
朗
・
伴

　
和
彦
・
川
勝

　
裕
介
・

宅
間

　
真
一
・
田
村

　
泰
宏
・
山
下   

尚
史
・
葊
瀬

　
孝
二
・
麻
田

　
昭

 

【�

日
吉
】部
長
▽
塩
邊

　
友
洋
／
団
員

▽
塩
貝

　
強
・
木
戸

　
信
之
・
宇
野   

俊
幸
・
船
越

　
英
志

 

【�

美
山
】副
分
団
長
▽
菅
井

　
克
章
／

部
長
▽
太
田

　
雄
介
・
中
島

　
友
弘
・

岡
本

　
勝
弘
・
小
中

　
喜
之
・
古
屋   

寿
／
団
員
▽
森

　
省
吾
・
鈴
木

　
登
・

下
田

　
高
義
・
堀

　
忠
明
・
下
野

　

 

【
八
木
】分
団
長
▽
平
井

　
幹
也

 

【
美
山
】分
団
長
▽
勝
山

　
幸
男

精
励
章

 

【�

園
部
】分
団
長
▽
塩
貝

　
孝
之
／
副

分
団
長
▽
高
屋

　
正
則
・
西
田

　
健
・

和
田

　
秀
人

 

【�

八
木
】副
分
団
長
▽
大
内

　
聡
・
今

西
　
芳
充
・
若
井

　
邦
明
／
部
長
▽

宅
間

　
伸
二

 

【�

日
吉
】副
分
団
長
▽
湯
浅

　
弥
・
吉

田
　
晃
幸
／
部
長
▽
宇
野

　
崇
規
・

松
原

　
明
広

 

【�

美
山
】副
分
団
長
▽
細
尾

　
勝
／
部

長
▽
長
野

　
久
好
・
平
井

　
幹
人
・

小
中

　
喜
之

■
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

 

【
八
木
】副
団
長
▽
西
田

　
武
志

 

【
美
山
】副
団
長
▽
小
畑

　
幸
洋

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

精
績
章

 

【
園
部
】分
団
長
▽
足
立

　
伸
二

 
【
八
木
】分
団
長
▽
⺽
井

　
出

 
【
日
吉
】分
団
長
▽
榎
本

　
洋
一

 

【
美
山
】分
団
長
▽
岩
間

　
孝
弘

勤
続
章（
30
年
）

 

【
本
部
】副
団
長
▽
平
川

　
博
昭

 

【
園
部
】団
員
▽
奥
村

　
俊
幸

 

【�

八
木
】分
団
長
▽
平
井

　
幹
也
／
副

分
団
長
▽
石
橋

　
康
彦
・
藤
井

　
雅

章
／
団
員
▽
佐
々

　
嘉
伸
・
浅
田

　

勇
・
松
本

　
剛
・
山
田

　
和
明
・
池

田
　
喜
彦
・
黒
田

　
英
敏

 

【�

日
吉
】団
員
▽
船
越

　
誠
・
新
矢

　

孝
一
・
松
本

　
慎
一
・
廣
野

　
義
之
・

藤
井

　
道
温
・
小
栗

　
正
人
・
出
野   

徹
・
小
林

　
康
彦
・
小
林

　
靖
洋

 

【�

美
山
】副
分
団
長
▽
戸
本

　
宏
樹
／

班
長
▽
山
崎

　
芳
則
／
団
員
▽
林

　

恭
宏
・
樋
口

　
稔

■
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
会
長

功
労
表
彰

 

【�

園
部
】部
長
▽
吉
田

　
孝
司
・
奥
村   

敦
夫
／
班
長
▽
西
田

　
毅
／
団
員
▽

十
倉

　
健
・
今
西

　
喜
宣

 

【�

八
木
】副
分
団
長
▽
松
本

　
和
典
／

部
長
▽
徳
見

　
勉
／
団
員
▽
葊
瀬

　

晃
三
・
八
木

　
一
憲
・
岸
上

　
大
輔

 

【�

日
吉
】団
員
▽
矢
原

　
大
二
郎
・
栃

下
　
正
人
・
芦
田

　
竜
一
・
小
林

　

靖
洋

 

【�

美
山
】部
長
▽
中
藤

　
暢
行
・
古
屋

　
寿
／
班
長
▽
藤
原

　
誉
・
諫
本

　

宗
幸
／
団
員
▽
平
川

　
智
久



まちの話題を紹介します

10広報なんたん2・3月号

　12月18日、日吉町殿田で、新し
い居場所の披露式典が開催されま
した。地域行事が少なくなり、区
民交流の機会が減ってきている中、
皆が集える場になればと開設され
ました。山口勝也自治会長は「施設
を活用して、地域をもっと元気に
みんなと楽しく住みよい街づくり
をしていきたい」と挨拶しました。
　また日吉町木住では、郷土の幕
末志士湯浅五郎兵衛の顕彰活動を
行っておられ、湯浅五郎兵衛の足
跡を紹介する看板の除幕式が行わ
れました。湯浅平一区長は式典で

「五郎兵衛の歴史を次世代につない
でいきたい」と話されました。

「
社
会
人
の
一
員
と
し
て
一
歩
ず
つ
未
来
へ
」

（
1
／
9　

令
和
４
年
南
丹
市
成
人
式
）

▲参加した新成人ら（1部）

▲協定書を交わす西村市長と桑原代表取締役社長

▲新設された施設（外観）

「
集
落
支
援
事
業 

地
域
活
性
に
活
用
続
々
」

（
12
／
18　

新
し
い
居
場
所
披
露
式
典
、
看
板
除
幕
式
）

　1月9日、アスエルそのべで令和4年南丹
市成人式が行われました。
　式典は、昨年と同様に新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、地域ごとに分かれ
て2部構成で実施されました。
　市では367人が成人を迎え、1部では田中
さん、2部では廣庭さんと實村さんが新成人
を代表し、お世話になった方々への感謝と、
夢に向かって進んでいく決意を述べました。
　新成人らはコロナ禍の苦難の時代を生き
抜く誓いを新たに、晴れやかなひと時を過
ごしました。

▲設置された看板

　１２月２３日、南丹市と近鉄ケーブルネッ
トワーク株式会社が、南丹市地域情報通
信ネットワーク施設を民間に移管する協定
書の締結を行いました。
　締結式で西村市長は「願ってもない条
件が示された。丁寧なサービスとしっかり
とした運営を願う」と挨拶。近鉄ケーブル
ネットワーク株式会社代表取締役社長の桑
原克仁氏は「地元に足を着け、声を聞きな
がら、市内全域で市民全員に最新のサー
ビスを公平に届けたい」と話されました。

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
継
続
の
た
め
に
」

（
12
／
23　

民
間
移
管
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
）

　
　



まちの話題を紹介します

11 広報なんたん2・3月号

　亀岡市から南丹市への水道用水供
給事業が、両市を結ぶ送水管の工事
等の完了により、2月1日から給水が
開始されました。
　南丹市の水道施設老朽化に伴う更
新に代えて、水道水の供給を亀岡市
と協議を重ね、進めてきました。
　1月27日には、両市の関係者や自
治会長らが出席し、千代川浄水場で
供用開始式が実施され、供用開始を
祝いました。

　1月23日にアスエルそのべで令和3
年度南丹市人権フォーラム・南丹市
人権教育講座が開催されました。
　これは、今年が全国水平社宣言か
ら100周年を迎えることを記念して、
近畿大学の奥田均名誉教授に講演を
いただいたものです。
　この中で奥田名誉教授は、「水平社
宣言は100年前に採択されたものであ
るが、その精神は今も息づいている。
今、時を超え、伝えようとしている
ものをしっかり受け止めてほしい」と
呼びかけました。

　2月17日に南丹市と日本郵便株式会社と
の包括的連携に関する協定締結式を市役
所で行いました。
　これは、安心・安全な暮らしの実現に関
すること、地域経済活性化に関すること、
未来を担う子どもの育成に関すること、女
性の活躍推進に関すること、地方創生に
関することを盛り込んだ協定です。
　この協定をきっかけに、さらなる連携強
化が期待されます。

「
水
道
事
業　

京
都
府
内
初
の
連
携
」

「
１
０
０
年
の
時
を
超
え
て
息
づ
く
宣
言
」

「
連
携
強
化
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

「
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
地
域
を
元
気
に
」

（
１
／
23　

令
和
３
年
度
南
丹
市
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
南
丹
市
人
権
教
育
講
座
）

（
2
／
17　

南
丹
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式
）

（
2
／
10　

南
丹
市
移
住
者
住
宅
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
関
す
る
協
定
締
結
式
）

▲供用開始を祝う両市関係者ら

（
１
／
27　

供
用
開
始
式
）

　2月10日、住みよいむらづくり協議会
（日吉町佐々江・四ツ谷）と南丹市が、同
地区の移住者住宅を活用し、連携して定
住促進に取り組む協定を締結しました。
　協定では、住宅の管理や入居者の募
集、入居者の地域活動の支援などに関す
る役割分担を定めており、協議会の上原
文和会長は「移住された方が地域になじ
んでもらえるように、地域を上げて取り
組みたい」と決意を述べられました。

▲協議会・市の関係者ら

▲市と日本郵便の関係者ら

▲講演する奥田名誉教授
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,708人（−73)
　（男：14,956人

（−44）
・女：15,752人

（−29）
）

●世帯数：14,261世帯（−50)
（令和4年2月1日現在）

（　）内は前月比

　

こ
れ
か
ら
先
、
南
丹
市
の
広

報
誌
も
、
特
集
で
取
り
上
げ
た

学
生
た
ち
の
よ
う
に
、
ユ
ニ
ー

ク
で
自
由
な
発
想
を
取
り
入
れ

て
い
く
と
も
っ
と
お
も
し
ろ
い

も
の
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
号
で
今
年
度
の
広
報
誌
が

最
終
号
と
な
り
ま
す
。
ひ
と

ま
ず
１
年
間
、
大
き
な
問
題
な

く
広
報
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
広
報
誌
発
行
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

陣
を
切
っ
た
木
曽
義
仲
は
都
に
攻
め
入
り
平
家
を
瀬
戸
内

へ
と
追
い
出
し
た
。
し
か
し
宮
廷
に
疎
ま
れ
て
、
や
が
て

頼
朝
に
討
た
れ
る
。
巴
御
前
は
元
ア
イ
ド
ル
の
俳
優
秋
元

才
加
さ
ん
が
演
じ
る
。

　

彼
女
は
武
勇
に
優
れ
、
義
仲
と
と
も
に
戦
場
を
駆
け
め

ぐ
る
女
武
者
。
義
仲
没
後
、
吉
富
荘
に
乳
母
を
訪
ね
、
そ

の
地（
八
木
町
室
橋
）に
如
城
寺
を
開
基
し
て
義
仲
を
弔
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
如
城
寺
に
は
義
仲
の
持
仏（
阿
弥
陀

如
来
）と
２
人
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
、
ま
た
遺
品
を
埋
め

た
と
伝
わ
る「
巴
塚
」（
五
輪
塔
）が
室
橋
地
区
内
に
あ
る
。

　

今
、
大
河
ド
ラ
マ
ど
真
ん
中
の
鎌
倉
市
や
伊
豆
の
国
市

で
は
大
河
ド
ラ
マ
館
を
設
置
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
る
様
子
。
し
か
し
ド
ラ
マ
が
終
わ
れ
ば
活
気
も
消
え

る
。
南
丹
市
で
は
、
地
域
の
歴
史
資
源
を
大
河
ド
ラ
マ
に

紐
つ
け
る
取
り
組
み
が
重
要
。
大
河
ド
ラ
マ
と
い
う
一
時

的
な
話
題
性
に
踊
ら
さ
れ
る
よ
り
、
じ
っ
く
り
と
幅
広
く

歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
を「
南
丹
市
の
物
語
」に
仕
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
。

　
「
麒
麟
が
く
る
」の
時
、
市
内
の
光
秀
関
連
資
源
が
多
く

掘
り
起
こ
さ
れ
、
ま
た
、
山
城
ブ
ー
ム
や
丹
波
の
国
衆
へ

の
興
味
も
高
ま
っ
た
。
市
内
多
く
の
山
城
活
用
活
動
の
推

進
や
、
国
衆
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
構
想
も
出
て
き
た
。
今

年
の
大
河
ド
ラ
マ
も
地
域
の
資
源
を
起
こ
し
育
て
る
き
っ

か
け
を
生
ん
で
ほ
し
い
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」が
始
ま
っ
た
。

前
々
作
は「
麒
麟
が
く
る
」で
、
明
智
光
秀
の
丹
波
攻
略
で

南
丹
市
内
に
関
わ
る
人
や
場
所
が
出
て
く
る
か
、
ど
う
描

か
れ
る
か
興
味
津
津
で
あ
っ
た
。
何
せ
関
係
す
る
歴
史
遺

産
が
南
丹
市
に
は
豊
富
。
果
た
し
て
園
部
宍
人
の
国
衆
小

畠
氏
が
大
き
く
出
て
き
た
。
八
木
城
も
わ
ず
か
に
か
す
め

た
。

　

今
度
の
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
前

期
の
東
国
が
中
心
。
栄
華
を
極
め
る
平
家
と
対
峙
す
る
源

氏
の
合
戦
が
続
き
、
や
が
て
鎌
倉
幕
府
が
誕
生
す
る
。
そ

の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
権
力
の
座
を
巡
る
駆
け
引
き

と
、
そ
の
勝
利
者
北
条
義
時（
北
条
得
宗
家
の
祖
）を
中
心

に
描
か
れ
る
。
南
丹
市
に
取
っ
て
は
遠
く
離
れ
た
物
語
。

　

だ
が
、
登
場
人
物
で
注
目
し
た
い
人
が
い
る
。
高
尾
神

護
寺
中
興
の
祖
文
覚（
も
ん
が
く
）及
び
木
曾
義
仲
が
愛
妾

の
巴（
と
も
え
）御
前
。
す
で
に
市
川
猿
之
助
さ
ん
演
じ
る

文
覚
は
第
３
話
に
突
然
登
場
し
、
源
頼
朝
に
平
家
討
伐
の

挙
兵
を
執
拗
に
勧
め
る
。
そ
の
文
覚
は
南
丹
市
に
確
か
な

足
跡
が
あ
る
人
物
。

　

北
面
の
武
士
で
あ
っ
た
遠
藤
盛
遠
は
出
家
し
文
覚
と
名

乗
る
。
荒
廃
し
た
神
護
寺
を
復
興
し
た
文
覚
は
、
寄
進
さ

れ
た
寺
領
で
あ
る
吉
富
荘（
八
木
町
北
西
部
他
）の
灌
漑
事

業
を
手
掛
け
る
。
水
不
足
に
苦
し
む
農
民
の
為
に
彼
が
造

っ
た
室
橋
地
区
の
文
覚
池
は
面
積
四
町
歩
を
越
え
る
大
き

な
規
模
。
八
百
年
以
上
の
時
を
経
た
今
も
現
役
で
あ
る
。

池
か
ら
延
び
る
水
路
の
上
に
立
つ
文
覚
堂
は
改
修
を
重

ね
、
今
も
地
元
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
巴
御
前
も
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
。
平
家
討
伐
の
先

▲庭のロウバイの花




